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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：13章1節～13節1

2　　今日のポイント：愛について
　 (1)前回までの復習 
　　パウロはコリント教会の中で問題となっていた「賜物」について語り、その賜物を教会の一致の為に 
　用いるように語りました。12章後半部分の初めに、パウロは「一つ」という言葉を多用して、賜物や奉 
　仕、さまざまな理由で分裂しかけていたコリント教会に一致の大切さを説きました。なぜならば、教会 
　はキリストが中心となる共同体であり、人の何かでまとまる共同体ではないからです。 
　　パウロは「１つの共同体」を強調した上で、体にはさまざまな部位や部分があるように、教会にもさ 
　まざまな賜物や様々な奉仕、様々な人々によって成り立っていると語りました。どの部分が大切で、どの 
　部分は価値がないかのような発言はキリストにはふさわしくありません。それぞれの働きが１つに組み 
　合わされる時に、キリストの共同体は建て上げられるのです。

　 (2)愛(1～8節) 
　　　パウロは12章の最後で「これらの霊的賜物が生かされる道を教えてあげよう」と語りました。その 
　　霊的賜物が生かされる道(方法)が、1節～8節まで繰り返し語られている「愛」です。当時の異教の中 
　　には儀式の中で狂ったかのようにドラやシンバルを鳴らす団体がいました。1節では、もし教会に｢愛｣ 
　　がなければそのようなうるさい異教と変わりはないと語りました。また2節では教会の中に表される 
　　驚くべき奇跡や信仰も｢愛｣がなければ何の値打ちもないと説きました。続いて3節では、全財産を貧し 
　　い人にあげるほどの救済を施したとしても、殉教するほどの崇高な行為があったとしても、愛に裏 
　　打ちされていなければ何の意味もない、全く無駄であると説きました。それほど、愛は重要です。 
　　　4節～7節では、その愛を具体的に列挙しました。15の特徴が出てきました。愛の積極的な特徴は、 
　　①寛容(4節)、②情け深い(4節)、③真理を追い求める(6節)、④どんな事をも忍ぶ(7節)、⑤人を信頼す 
　　る(7節)、⑥希望を抱く(7節)、⑦あらゆる事を耐え忍ぶ(7節)の７つが記録されました。また愛の否定　 
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　　的特徴(愛は～しない)は、①ねたまない(4節)、②自慢しない(4節)、③高ぶったりしない(4節)、④無 
　　礼な事をしない(5節)、⑤自分さえ良ければ良いとは考えない(5節)、⑥すぐに怒らない(5節)、⑦ひど 
　　い事をされても気にしない［人のした悪を思わない］(5節)、⑧不正を喜ばない(6節)という８つの特徴 
　　が示されました。 
　　　本当は創造主の聖霊様が与えて下った賜物や奉仕など良いはずのものが、コリント教会の中では、愛 
　　なく用いられていたために、葛藤や軋轢の原因となってしまっていました。パウロは、せっかく与えら 
　　れた霊的な部分がさらに生かされる道(方法)を具体的に語りました。愛に裏打ちされた共同体こそが、 
　　主に喜ばれる共同体となることができます。 
　　 
　　(3)賜物三銃士・信仰三銃士(8～13節) 
　　　パウロは続いて、当時、コリント教会の中で重要視されていた３つの賜物と愛について語ります。８ 
　　～9節では「預言の賜物」「特別な言葉で語ること(異言)」「知識の賜物」もいつかは廃れること、不 
　　完全なものである(９節)だと語ります。もちろん、このような賜物が大切でないとか、不完全なので求 
　　めなくても良いというわけではありません。しかし、パウロはこれらのものばかりを求めているコリ 
　　ント教会の姿を子供の姿と重ね合わせながら語りました。コリント教会の人々は、目立つ、賜物の優 
　　劣をつける為にこのような賜物を求めていました。しかし、パウロはその賜物の根底に流れる、その 
　　賜物をさらに生かすための「愛の賜物」を求めるようにコリント教会に求めたのです。 
　　　13節では「いつまでも残るものは、信仰と希望と愛の３つである。この中で元も偉大なものは愛で 
　　ある」と語りました。この３つは、クリスチャンに絶対的に必要な三銃士の概念とも呼ばれているも 
　　のです。信仰とは「イエス・キリストの十字架と復活を通して、罪人を救ってくださるというイエス様 
　　により頼むこと」で、希望とは「救いの完成を見上げて歩むこと」です。そして、愛は「キリストの十 
　　字架の愛に感謝し、創造主を愛し、隣人を愛すること」です。この中で、偉大なものは愛だと表現され 
　　ているのは、信仰や希望は人間側にあるものですが、愛は創造主のご性質でもあるからです。 
　

　　分かち合ってみましょう
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